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の認知症経験年数を調査した。入院後，入院 i週間、 1ヶ月、退院時に BPSDを評価した。 ただ
し、入院が 180日に遣した時点でBPSDの評価を行い、観察中止とした。入院時の BPSDは、
Neuropsychiatric Inventry (以下 NPI)を用い、入院後の BPSDはNPI-NursingHome version (以
下、 NPI-NH) を用いた.統計解析には、在院回数を応答変数とし入院時の鯛査項目を説明変
数とした Cox比例ハザードモデルを用いた.
登録された 154名のうち 4名が死亡または転院で中止となり、 150名が解析の対象となっ




ったが、入院 1週間時の NPI-NHはそれぞれ20.2、 19.4と大きく改善していた。 180日未満で退





























その結呆は、 UnivariateCox proportional analysesでも、 MultivariateCox proportional出 alysisにおいても
一致しており、患者の年金額が低く、主治医の館、知症診療経験年数が短いほど入院が長期化し、精神行動障害そのも
のの治療に必要な期聞はおよそ 1ヶ月以内であった。また、入院時の精神行動障害の程度は入院期間に影響しないと
いうことが明らかとなった.
本研究で得られた成果は、精神行動障害を治療目的とした認知症患者の入院期間の適正化につながると考えられ、
学位の授与に値する。
